
令和７年度 第６回末野原地域会議 会議録 

■日 時  令和７年９月１８日（木） 午後 7 時から８時 50 分 
■場 所  上郷交流館 ２階 ふれあいホール 
■出席者  委員       :１３名（欠席３名） 

事務局（上郷支所）:下川支所⾧、伊藤担当⾧、永田主査 
 
■次 第  

「豊田市民の誓い」唱和 
１ 会⾧あいさつ 
２ 令和７年度第５回地域会議の会議録について 
３ 協議事項 区⾧会との活動報告・意見交換会について 
４ その他 
（１）上郷地域バスについて 
（２）次回の地域会議について 
 

■議事（要約） 
１ 会⾧あいさつ  省略 
 
２ 令和７年度第５回地域会議の会議録について 

・第５回地域会議の会議録の内容確認を行い、了承を得た。 

 
３ 協議事項 提案書の完成に向けて 

・全体協議を実施し、以下のとおりの協議結果となった。 
【協議結果】 
・区⾧会から、改めて「意見交換会」とするのか、「報告会」とするのか地域会

議内で協議してほしい、との依頼があった。それを受けて、地域会議として
は、改めて意見交換会を区⾧会の場で自主防災会に向けて開催していくことを
全体で合意した。 

・9 月 24 日（水）に改めて区⾧会⾧・副会⾧と協議の場を設け、その場で意見
交換会の実施に関する結論はまとめる予定であり、地域会議会⾧、副会⾧、事
務局に一任いただくことで合意した。 

・A3 概要まとめ資料、パワーポイントのスライドについては、各委員のご意見
に基づき修正していく。 

・FAQ、HUG の実施スケジュールについては、特に修正なし。 
 
【次回の地域会議の開催について】 
・１０月１６日（木）の地域会議については、中止とする。 

 
【質問・意見】 
（委員） 



・「目指す姿」と「目標（実現したい状態）」間に「必要な取組」を差し入れた方が、整合
が取れるのではないか。 

・目標（実現したい状態）の掲載順が、A3 資料とスライドの間で合致していないので、
修正してほしい。 

・目指す姿にある「初動期」「展開期」と、目標（実現したい状態）の「発災時 24 時間
以内」「発災後 24 時間経過」の表現を合わせてほしい。 

・スライド「なぜ防災を選んだか」に、「南海トラフ地震臨時情報」を追加してほしい。
活動を始めてすぐに臨時情報が発令されて、驚いたことを覚えているが、それがテーマ
を選んだ理由のひとつになっている。 

・スライド「なぜ避難所運営を選んだか」に、多くの人が市役所の人がやってくれるとい
う意識があるので、それを追加してもよいのではないか。また、具体例や写真を入れて、
インパクトを持たせるのはいかがか。 

・スライド「なぜ避難所運営を課題に感じたか」よく行う訓練では、炊き出しや消火訓練
等が多く、果たしていざ地震が起きたら、その訓練で対応できるのかという疑問がわい
たことを追加したらどうか。 

 ⇒ 避難所運営に係る取組がみられない、という一文をスライドに加えている。 
・目指す姿、目標、３つの取組をしっかり伝えたい。 
・HUG のイメージがわくように、グループ人数やイラストを加えてはどうか。 
・HUG を体験した感想に具体性を持たせたい。 
・A３資料、点と★の違いは何か。見る人がわからないのではないか。 
・自主防災会として時系列的に先読みして考えないと、避難しなかった方がよかったと思

われる避難所になってしまう。命を守る行動が必要だと根本的に説明するために必要な
事項を盛り込んでほしい。 

・避難所は計画的に運営していかないと運営が滞ること、実際の自治区の防災訓練ではな
かなか実施できないこと、それが地域会議として考えた課題である。現状まとまって提
案されているので、資料の方向性としてはよいのではないか。 

（事務局） 
・区⾧会からご意見いただきたい内容を「取組の実現可能性」と設定しているが、現状ハ

ードルは高いかもしれず、「取組の必要性」に変更してはいかがか。 
・地域が、この地域会議からの提案を受けて、新たに防災に関して動きがあれば、共働の

視点をもって、支所提案という形で事業化ができ、市から地域へ何らかの支援が可能に
なる。 

 
４ その他 

事務局から、次の事項について報告・連絡した。 
（１）上郷地域バスについて 
（２）次回の地域会議について 
 
・次回の地域会議について 
 とき １１月２０日（木） 午後７時～９時 
 ところ ふれあいホール 

 


